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お取引先との関わり
〔 ステークホルダー別報告 〕

お取引先と公平・公正な関係を保ちつつ、よきパートナーとしてともに社会の期待に応え、
持続可能な社会の実現に貢献します

当社および協力会社従業員の安全と健康を確保し、
快適な作業環境の形成を促進することを目的に、毎年
6月に全店で安全大会を開催しています。

労働安全衛生マネジメントシステムに基づいて作成
した「地方安全衛生対策要項」の周知をはじめ、危険
に対する感受性を高めて不安全行動・不安全状態を撲
滅し、事故災害ゼロを目指すことを参加者全員が確認
し共有することで安全意識が向上しています。

当社では、環境に配慮した製品の調達を行っていま
す。調達については品質やグリーン調達など共通の基
準を設けた上で行っています。

また、新規事業者の選定にあたっては遵守すべき項
目を定めることで、公平かつ公正な取引の徹底を図っ
ています。

当社の事業は協力会社なくしては成り立ちません。
そのため、協力会社への感謝の意を表すとともに、協
力会社の技術・能力の進歩向上・育成を目的に各支店
で表彰を行っています。

2018年度からは会社業績に多大な貢献があった協
力会社を表彰する「社長表彰制度」を新設し、第1回
表彰式では有限会社中村組（東京都）、榎並 鋼株式会
社（大阪府）、株式会社エコワーク（静岡県）、塩田建
設有限会社（山口県）の4社の代表者様に当社社長が謝
辞を述べ、感謝状と記念品を贈呈しました。

当社はこれからも協力会社の皆さまとともに社会基
盤の整備に寄与していきます。

2017年5月、当社としては初の試みとなる協力会
社への技術講習を実施しました。北海道支店道央営
業所で計5日間、協力会社の重機オペレータを対象に
ICT施工を含む施工機械の講習会を行いました。

講習はICT導入による技術的な面だけでなく、作業
現場における安全・品質・生産性の向上を図ることが
目的です。計5日間の講習に9人が参加し、座学のほ
か、実技を行いICT施工に対応した操作を学びました。
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